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タテヤマスギの実生とサシキの違いについて

阪 上 俊民1¥

1 . 1: じ めに

倍さんは タテヤマスギを造悼する羽合 実生苗にするか，サンキ苗!するかを考えたこと

があるでしょうか。本県においでは 主主苗に比べると サ y キ筒は生長が超〈 手聞がかか

ると Lで，敬遣されています。しかし.サンキ苗は 子聞がかかるのではな〈 手聞をかける

べきものと考えれば生長田遅さだけで敬遠するこ とはなくなるのではないかと思います。

もし サンキ市は 手聞をかければかけるほど商品価値が Iがるとすればどうでしょうか。

ここでは.タテヤマスギの実生と サンキの形1¥の追いを明らかにし それから 手入れの L

方の遣いについで述べτみます。

2 樹 高 生 長

凶 1 Iニ示しであるように 本県で般に言われている通り サシキ附の初期生畳は 実生

171より計ることが認めら れま寸 。 しかし。 3C乍生頃iなると 誕生に追いつきます。ょっで
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サンキがおくてミであるといえます 。また この生長のL.jiの韮が 材質
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会どに影fYi:及ぼします 。サンキでは.実

生と追って 畳間からド軸制のそろった

村がつく ηやすくなる利点があります。ま

た理ι 初剛生島町避さは 下刈句捌聞の

延長に結びつきますから 岨政な休業を目
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ざす手本家にと っては.サンキは不手'1とな η

40 50 ます。

l'dl-I 実生とサ y キの捌，:':i幽線
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3 林白胸高直亜の分布

図 2は 同-)酎或の16年生の実生林とサンキ休の胸高直桂の太さ別的割合を示Lたもので

す。平均胸高直桂は実生林が18師、サンキ林が1500です.これらの林のように.若齢期では，

両者の初期生長の遣いが。太さにも現れています。しか L ここで注目したいのは 胸高直佳

のちらばりです。この図から 誕生林の方が直怪のち らばりがったきく 個体の悟劣がついてい

ることがわかります。一方. サンキ林では、ちらばりは小さく守いわゆるすもだおれ林、の傾

向か12められます.共だおれ林とは 林全体にわたって，生長差が小さ 〈。高さの割に制い岨

体が多くなっでいる林です。これは 陪間伐をする峨告。どの木を切り倒せばよいか迷うよ う

な林で そのままfoJもせず放置しでおくと 確実に共疋おれ林分にな ηます。ま た 障問伐を

実施Lなかった場合，実生柿では。餓争によって!小さい木から枯死しでなくなり，健全な柿

を維持しようとする力が曲きます。一方，サンキ林は どれもが同じような生長をするため

枯死する木It少会 〈 全体と して本教は聖わらずに大きくなり ます。その結果樹高は そ

れなり にあるがω 細い木が多〈 なり.雷害などで金雄する危険性が増えます。それゆえ。サ シ

キ林では， 障問伐による人為的~ :間引き、が欠かせません。

ここで忘れてはいけないことゆ たとえ 自己間引が起こる実生林であって も 除間伐は不

必要であるというのではなく 障問伐がほんの少し連れても.サンキ林に比べて。安全性が市

いにすぎないということです。
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園 2. !庭生と什ンキの胸高直径の啄1J.A'分布(黒郷市。16年生)

4.雪による根元幽り量

"主まで読んできで 「なんだ。 サシキ苗は やっぱりよくないんじゃないかりという印

象を持たれたかも しれません。そ こで これから ミサンキ派ミ町人速にとっで 「おれは

サンキを選んでよかったりと言えるようなことを書いてみます。

図-31ム恨元曲りの大きさを。 16年生の林で制ベた聞です。サンキ林では 担元曲りが11.

とんどないものが金体の20バーセノトあり ますが実生休では数バ セノト以下です。桂材

をとろうとする場合。通直件が-1fr重要ですから白根元曲りが少ないサンキを用いるならば，

富山県内ではむずかしいと されでいる柱材生産の可能性がでできます。

ここで間違えてはいけないのは拙元曲り量の小さいものが即冨に吋する抵抗性の大

きいものということを官F未Lないのです。サンキ市は。本来は枝であり! したがって。幹白体
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もかたく会 っていることが普通です。そこで¥少量のべでは，出元rHrηが生じることは少ない

のですが 2mを躍す豪雪地帯では，固くて曲りに〈いため 限度を越えると 曲がらずに

国元から折れで Lまうことがあ ηます。

ここで 今まで述べできたサ yキの特性を思い疋Lで下さ"。それはI サν キ苗にl左手聞を

かけるべき疋という こと です 。そうすると 人~l離れた血地では不自日告で。里山ということに

なηます。里山地帯を低山地帯と寸ると。県内でも勺の少ない地域というニとにな ηますから

闘黙と人聞とのm告がー致 L た地噛で植えればサンキ r~不良でなく 世帯生仁なります.

5 草のっき方と絞打ち

図-4は。同年齢の実生とサンキのつき方を制式的にlell示 Lたものです。 誌の最も多い府

(力校のでている 4ぐ上の椀)の下を比べますと サンキは実生に比べで.患に葉のi誌が少な

くなっているのが認められます。この両者の豊は。輔の耐陸作(弱い光のもとで生育できる性

質)が禦なっていることを在'n>します。すtわら 実生では 暗い林内でも ま震をいつまでも

つけています。一方サンキでは 枯れ上がりが生Uます。

皆さんは 同U品種で f可依葉の性買が追うのかという疑問を持たれるでLょう。それは

サンキが本来 伎であって 枝の性質を多〈挫しでいるため，実生起踊のものとは興な った

性質になるん疋と考えられておりま場 。ここで 袋町得命を算出しますと 実生では 平地 3

年6ケ阿， サシキでは 3'f-1ヶ月とな η 主主的措の券命の1iが長くなることがわかりました。
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m州胡棋のtμ きつの策のキーンサと生誕4
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っておりま 寸がサシキは 手IUIをかけて {蓋島村を生躍するのに過したものです から 死に

節をつく ってはなんにもな らないのです。よって サシキでは技打らが不可欠です。しかも。

年桔幅のそろった材を生産仁 9る会ら， 一度に大抵にffなうのではなく .向田かに分けて こ

まめに打つのが具いのです。

6 生産物自分配'"と手入れ

密度管理(圭麗目標を達成するために行なう立木本数の制整)に間悟する幹枝 葉の訓告

を実生とサシキで比べる こと にします。林業と いうものは材を生産することが目的ですから

いくら生長が良くても 生産物が幹に蓄積されずに まEや世に蓄輔される生ら 損なわけです.

そこで できる疋け 枝葉を少くしで 幹に回わす手段と Lて 宮度管理を行なフのです。

そこで まず.誕生とサシ キの幹 。枝 葉の割合会比べてみます。図-5は.胸高直桂に付

して。幹枝畿の割合を示しえものですg この図からは サンキでは酔の削合が低〈 枝

葉が発遣する傾向がフかがえます。ー耐に 寵度が低ければ枝葉を広げる空聞が大きくなる

ため サンキでは.'"生よりも高宮置を保つ必要があります。 桂来の~q告を少〈タる方法は、

2通ηあります.一つは。植栽本肢を少(lて?枝と伐とがふれあう ようになってから その

ままの状態別品ち，桂革の訓告を柑少させてから 以惟 刷伐によって 適正に管理歩る方辿

です。もう一つは.母初から 楢根本量生を多めに し 桂援を初期から醐盤し.I叫伐の韓り返し

によって.適正な樹形を躍持する方法です。 jjiJ者では ー時的に過慣令状態ができるため そ

の時期に雪客にあうと 破滅的打!i!を受ける ことにな ηます。したがって 陸者のように最111

から本散を多めにする方が良いのです。しかも 楢組本教が"ければ.初期生長百通いという

欠点もカパーでき，下刈期聞の短制にも結びつきます 。

では，サンキでは どのくらいの植松本監か越正なのでしょうか。宮の陣らない有名休措地

では 10曲。本lhaという情がありますが 本県では 冨との関係上 ゐまり多〈 勺きませ

ん。できれば5凹0本と言いたいのですが.未だにl はっきηL->-:事例はないので九これは

今後の研究をまたねliなりませんが皆さんが もし。ザンキ市を植えられる なら 誕生より

多めに植えて 早め早めに陣間伐をすることを心がけて下さ L、

書'

合

胸高直径

。誕生 ・ サ-;，~

国 5 . s庭生とサンキの幹校講の刑合
(I~\作品í!î. 16年生)

図の斜線の部分1.:.1去を示しまj"• 

当湯としては。古と施章との関係について，現在I

多方面から取り組んでおηますので 近々，植殺本

歓を古めたi'1:度管理の情報を皆さんに お‘知らせで

きるのでは幸いかと11っておりま サ。
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